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令和2年2月25日
飯能市生活安全課交通政策室



飯能市地域公共交通網形成計画
【計画期間：平成30年度～令和４年度】

基本方針と基本目標

地域の幹線交通としての
路線バスを「まもる」
交通事業者との連携を強化して
軸となる路線の維持・改善を図る

路線バスを身近にして公
共交通を「育てる」　
利用しやすい公共交通環境をつくり、
おでかけを促進する

生活を支える公共交通手
段を「つくる」
おでかけを支える公共交通手段を
地域が主体となって確保する

基本目標１ 基本目標2 基本目標3
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支線（有償）

〇乗合バス
〇乗合タクシー
〇自家用有償旅客運送
〇介護予防・日常生活支
援総合支援事業における
移動・外出支援

支線（無償）

〇ボランティア輸送
〇貸切バス、タクシー
〇社会資源の活用
　・スクールバス
　・企業、社福法人送迎車等
　・福祉センター送迎車両

軸
〇鉄道
〇路線バス
〇タクシー

※既存の公共交通の持続性を高めつつ、おでかけしやすくなる環境づくりに努めます。 5
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・地域からの提案については、地域が中心となり、地域住民の代表者及び市による検討組織を設置

し、必要性や需要、責任分担などを協議、検討する。 

・交通事業者または市からの提案については、交通事業者及び市で協議、検討をする。 

 

 

・地域、交通事業者、市のいずれもが「おでかけ」を守るための提案ができる。 

 
 
 

 
 
（例）●●の路線を合理化し
たい。 

 
 
（例）〇〇施設へ行く路線を
検討したい。 

交通事業者 市 

段階１：提案 

段階２：必要性の検討・実施に向けての協議 

 
 
 

地域住民の代表者 市 
 

 
 
（例）地域内の交通手段を検
討したい。 

地域 

地域からの提案 

 
 
 

交通事業者 市 
 

・地域が中心となり、地域住民の代表
者、市による検討組織を立ち上げ検
討する。 

・交通事業者と市で協議、検討する。 

 
 

※専門の事項の調査をするため、必要に応じて分科会を置くことができる。 

段階３：実施に際しての協議・合意 

 

・関係機関等との調整等を進める。 

段階４：実施に向けての手続き等 

・合意を得られない場合は、計画

等を再検討する。 

交通事業者または市からの提案 

・飯能市地域公共交通対策協議会（法定協議会）で、提案等を協議する。 

飯能市公共交

通庁内検討委

員会等 

分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 
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福祉分野の関係者と調査・検討を進める必要がある。

「暮らしやすい地域の移動・交通分科会」を設置する。
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